
 

中学校の運動部活動の地域移行について 
 
 

スポーツ庁：「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育てる」という意識の下、地域の事情に応じ部活

動の最適化を図り、生徒にとって望ましいスポーツ環境と学校の働き方改革の両立を実現する 

 
１ 概 要：部活動の地域移行に向けた実証事業（委託事業） 

          ・休日の地域における新たなスポーツ環境の構築 

・国→大阪府→岸和田市→スポーツ団体等に委託 

 

日 時：派遣型 土曜・日曜日及び祝日 

：教室型 調整中 

場 所：学校施設または市の施設等を利用 ※一部は受託者の所有施設を活用 

指導者：総合型地域スポーツクラブ、大阪体育大学、スポーツ関係団体、民間団体等、多方面より募集

する 

      

２ 実施方法（国の委託事業として実施） 

  （１）派遣型 

・単独型…特定の学校に指導者を派遣(サッカー・ダンス)  

・合同型…希望校による合同チームに指導者を派遣(ソフトボール) 

・市→既存のスポーツ団体等に運営を委託 

     ・期間(予定)…令和５年10月から令和６年２月 

 

（２）教室型 

   ・市全体で民間施設等を利用し新規種目を検討 

スポーツクライミング・自転車競技（主にBMX ﾚｰｼﾝｸﾞ競技）・パラスポーツ 

     ・市→既存のスポーツ団体等に運営を委託    

    ・期間(予定)…冬休み中や1カ月単位など、短期間  

 

1・スポーツクライミング 

特色）本格的なクライミングウォールがあり初心者から利用ができる 

魅力）頭と体をフル回転し、難しい壁を攻略する 

2・自転車競技（主にBMX ﾚｰｼﾝｸﾞ競技） 

特色）競輪場併設の本格的なレーシングコースがあり初心者から利用ができる 

魅力）スピード、ジャンプ、迫力、かっこよさが魅力 

3・パラスポーツ 

魅力）障害の有無にかかわらず、誰もが参加でき楽しめる 

例 ）卓球、ボッチャ、モルック、など 

    

３ 課題 

  （１）学校の意向確認 

（２）受託者との調整 

  （３）人材確保（スポーツ関係団体等への依頼、広報７月号で指導者を募集） 
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